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大村 湾 におけ る動物 プ ランク トンに関す る研究―Ⅱ
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輪虫類,枝 角類,矢 虫類,尾 虫類

および底生生物幼生の季節的出現

伊 藤 栄 樹*・ 飯 塚 昭 二

Studies on the Zooplankton in Omura Bay - II 

Seasonal Occurrences of Rotatoria, Cladocera, 

Sagittoidea, Appendiculata and Benthos Larvae 

     Hideki  ITOH and Shoji  IIZUKA

 Seasonal occurrences of zooplankton except Copepoda described in the previous paper were 

summarized in this paper. Samples were gathered bimonthly at 26 stations distributed all 

the bay in January, March, May, July, September and November in 1976. Notholca sp. 

and Synchaeta sp. were dominant species of Rotatoria, Evadne nordmanni and Evadne ter-

gestina were of Cladocera, Sagitta crassa, Sagitta crassa f. naikaiensis and Sagitta delicata 

were of Chaetognatha, Fritillaria haplostoma and Oikopleura dioica were of Appendiculata, 

and Polychaeta young and larva, Pelecypoda young, Gastropoda young, Cirripedia nauplius 

and ophiopluteus larva were of benthos larvae. The occurrence of  Notholca sp. was observed 

in the season from winter to spring, Synchaeta sp. in autumn, E. nordmanni from winter 

to spring, E. tergestina from summer to autumn, S. crassa in winter, S. crassa f. nai-

kaiensis in spring, S. delicata from summer to autumn, F. haplostoma from summer to 

autumn, and  0. dioica and benthos larvae all the year round, especially in spring. The 

seasonal successions of those organisms which corresponded with change of the hydrographic 

conditions were clear by alternation of dominant species in the intra—or intergeneric levels.

大村湾に おけ る動物 プラ ンク トンの 季節遷移 の う

ち,橈 脚類 のそれ についてはさきに報告 した(伊 藤 ・

飯塚,1979).そ の中で 原生動物を除外 した 動物 プラ

ンク トンの うち最 も多量 に出現する群 は橈脚類 である

が,時 期によっては底生生物幼生が多出現 し,ま た輪

虫類や尾 虫類 などもかな り多 く出現することを報告 し

た.輪 虫類,枝 角類,矢 虫類,尾 虫類 および底生生物

幼生は大村湾 においても重要な動物 プラ ンク トンであ

る.し か しこれ らの うち枝角類,十 脚類,矢 虫類,尾

虫類 な どについては山田(1957,'58)の 報告があ り,

端脚類 についてはIrie(1958a,b)の 報告が あ る

が,い ずれ も季節的出現 の詳細については触れていな

い.本 報告は輪 虫類,枝 角類,矢 虫類,尾 虫類 および

底生生物幼生な ど,先 の報告で扱わ なか った動物 プ ラ

ンク トンの季節的 出現 について述べた ものである.

本研究を行 な うに当 って熊 本大学理学部付属合津臨

海実験所弘田禮一郎教授には種 の同定で御 指導 を,本

学部入江春彦教授 には原稿の御校閲を,ま た佐 々木康

*現 所属;海 洋環境調査㈱.
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夫，峯邦宏，森重幸寿および桑本淳二の諸氏には試料

の採集で御協力を頂いた．記して深謝の意を表する．

試料および方法

　湾内の26測点で（Fig．1），1976年1，3，5，7，9お

よび11月の各月に沸水計を付した北原式定量ネット

（NXX　13）による海底から表面までの鉛直曳きを

行ない，これを試料とした．計数方法および個体数密

度の算出などは前報（伊藤・飯塚，1979）と同じであ

る．

鱗：鍵
幽¢：：

ll轟
　　　　　　ego　Oe2

　　　　蔑
　　　　　ヤP．♂’

o 10km

340N

32eN

130。E 132。E

o

●

4

ウ 6

o4

e16’L’＞X25

1
冨

曝腰URA　CITY

●20

　　　　謬、，，

Fig．　1．　Map　of　Omura　Bay　with　the　sampling

　　　　stations　and　bathymetric　contours．

結 果

　出現した動物プランクトンのうち同定し得た種は次

のとおりである．輪虫類ではNotholca　sp．および

Synchaeta　sp．の2属2種，枝角類では．Podon　leu－

ckarti　G．　O．　Sars，　Podon　Polyphemoides　Leuckart，

Evadne　nordmanni　Loven，　Evadne　tergestina　Claus

および一Penilia　avirostris　Danaの3属5種，矢虫類

ではSagittαenflatαGrassi，　Sagittαnαgαe　Alva－

rifio，　Sagitta　crassa　Tokioka，　Sagitta　crassa　f．

naikaiensis　Tokioka，　Sagitta　delicatα　Tokiokaお

よびSPadella　cePhaloPtera（Busch）の2属5種1

品種，尾虫類ではFritillariαhaplostoma（Fol），

Fritillaria　formica　Fo　l，　Appendicularia　sicula　Fol，

Oifeopleura　dioica　（Fo　l），　Oikopleura　cornutogastra

Aida，　Oileopleura　longicauda（Vogt）およびDoriolum

gegenbαu「i　f．　to「otonis　Herdmanの4属7種，底生

生物幼生では紐形動物のPilidium幼生，環形動物の

多毛類幼生，軟体動物の腹足類ならびに斧足類幼生，

節足動物の蔓脚類Balanus幼生，三脚類幼生ならび

に口脚類Alima幼生，棘皮動物のヒトデ類Bipin－

naria幼生ならびに蛇尾類Ophiopluteus幼生，触手

動物の箒虫類Actinotrocha幼生，苔虫類Cypho　一

nautes幼生ならびに下足類しingula幼生，および原

索動物の尾虫類ApPendicularia幼生である．その

他にヒドロゾア類，端脚類，十脚類（出現種はLuci－

fer、sp．）および魚卵・稚二二も採集されたが同定は

していない．これら動物プランクトンの月別の出現状

況を各分類群毎にひとまとめにした湾内分布図を前報

の椀脚類のそれと共にFig．2に示した．また各分

類群の月別採集門別出現個体数を表1－6に示した．

これらにより出現状況を示すと以下のとおりである．

　輪虫類

　1月：Notholca　sp．が湾脚部のst．22を中心に

出現したが，その量は101／m3のオーダーで少なか

った．

　3月：Notholcαsp．が主として湾東部から湾南部

に出現し，分布範囲は1月に比して拡大した．最大出

現数はst．25で4×102／m3である・

　5月：Notholca　sp．が湾北部に出現し，その量は

3月と同程度である・

　7月：輪虫類は見られなかった．

　9月：年間で最も多く出現した．すべてSynchaeta

sp．であり，最大出現数は1．8×IO4／m3（st．11）で，

湾全域にわたって！03のオーダーで出現した．

　11月：Synchaeta　sp．およびNotholcαsp．の二

種が出現した．前者は湾西部の枝湾部（st．15）に出

現し，その出現数は2．2×104／m3である．他の測点で

は102のオーダーで，9月と比較して減少した．後者

はst．10で1×102／皿3の出現があった．

　枝角類

　1月：P．leuckarti，　P．　PolyphemoidesおよびE．

nordmanniが出現した．これらのうちで最も多いE．

nordmαnniの最大出現数でも2×102／M3（st．25）

で，多くの測点では少なく，101または100のオーダー

であった．

　3月：1月にみられた3種とも出現した．P．　leu－

cfeαrtiおよびE．　nordmanniの増加が顕著で，そ

の最大出現数は前者が7×102／m3（st．23），後者が
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Fig．　2．

・　100， ・　500，．1，000，　e　5，000，　e　10，000，e　so，ooo　inds．／m3

Distributions　of　occurrence　of　Rotatoria，　Cladocera，　Sagittoidea，　Appendiculata，

benthos　larvae　and　Copepoda　shown　by　the　number　of　individuals　per　1　m3．

3×103／m3（st，20）であった．これらの種は周年を

通じてこの月が最も多かった．

　5月：P．leucflαrti，1）r　PolyPhemoides，　E・terges－

tinaおよびPenilia　dvirostrisカミ出現したが，その量

は少ない．P．αvirostrisの最大出現数は3×102／m3

（st．19）と多くはないが，四種としては周年を通じ

て最も多く出現した．

　7月：P．PolyPhemoides，　E．　tergestinaおよびP．

awirostrisが出現した．前2種は5月よりも著しく増

加した．多くの測点でP．Polmphemoidesは102のオ

ーダーで，E．　tergestinaは最大出現数を3×103／m3

（st．23）とする103のオーダーで主として湾奥部に

分布した．一P．avirostrisは減少し，101かそれ以下の

オーダーに下がった．

　9月：E．tergestinaおよびP．　avirostrisの2種が

出現した．出現量はいずれも7月と大差ないが，E．

tergestinαは湾北部から湾西部に多く分布し，7月に

見られた湾奥部（特にst．23）では少なかった．

　11月：P．PolyPhemoidesおよびE．　tergestinαが

出現したが量は少なく，多くてもせいぜい1×102／m3
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Table　1． Occurrence　of　zooplankton　at　each　station　in　January　1976．　The　number　of　individuals

per　1　m3，　is　to　be　multiplied　by　100．　The　various　marks　indicate　as　follows；　＊＊　：　10－

100　individuals　per　1　m3，＊：　less　than　10，　blank：　not　detected．

Species　×　Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　2e，　25　26

Anthomedusael

西ヒ）thoZeα　sp．

Sagitta　nagae　（immature）

sagttta　erassa　（mature）

　　tt　（immature）

Podon　Zeucha”ti

Podon　poZyphemoides

EvacZne　no？cbnannt

Amphipoda

OikopZeuea　dioiea

OtkopZeura　eovnutgastya

Pilidium　larva

Polychaeta　younci　＆　larva

Gastropoda　young

Pelecypoda　voung

Cirripedia　nauplius

Decapoda　young

Ophiopluteus　larva

Actinotrocha　larva

Appendicularia　type　larva

Fish　larva

＊　＊＊　tt　X＊　＊k　±k　t＊　1　de＊　ke　ikt　＊＊　＊　＊　2　＊ik　＊k　＊t　de“，　＊de　t＊　sck

＊de　X　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　X　　　＊ik　t　　　　　t　　　　　＊　　　　k　　　　　±　　　　　＊　　　　　k　　　　　＊　　　tk　＊　　　t＊

＊　＊＊　＊　K“

＊

★k　　　りr　　★★

☆★　　　★　　歯★

tt　＊　＊

t＊　＊＊　2　2　1　1　2　t＊　2　3　2　±t　Wt　＊　l　l　kt　3　tt　tk　tik　kde　＊ik　k　3　＊t　2

　　　　　　　　t　　　　　t　　　　　k　　　　　t　vr　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　W＊　t＊　ik　＊　　　　　＊　　　　＊＊　t

X　＊＊　k　＊十　k＊　kt　＊＊ kt　rk＊　ke　X＊　tk　＊＊　t　kt　＊k kt　tk

＊＊　SS　＊X　＊＊　ke　＊＊　±＊　1　＊“　＊k　＊　“　“＊　＊　＊　t　＊　tk　＊ft　k＊　k＊　ke　Xt　1　2　de

k　＊＊

＊

““　t“

＊＊　1　t＊

＊＊　11　11

　＊de　xt

　　　k

x　1　k＊　kk　ik＊　tt　2　7　T　2　3

　　　　　　　　　　歯　　　　　　　実　　★★

＊　＊十　＊＊　de＊　＊ik　“de

★k　★索

17　17

　＊＊

　11

　＊t

t　　　k

de

十k　＊　＊k　de

＊＊　＊ve　1　k＊

31　18　52　58

　　　★士

1　＊de　＊＊

36　14　5

＊＊　＊　tk

k　　　＊ k

＊　　　＊

1　desc　＊＊　rk＊　＊k

十de　3　t一　＊de　“＊　＊　＊＊　＊＊

＊de　4　1　3　2　＊＋　t“　1

3　1ea　15　29　21　2　14　4

’k　＊　＊t
　　　＊　　　＊　　　k　　　＊　　klt

＊　1　＊　＊

ve　kt　ve　＊de

＊k　＊＊　dek　t＊

2　3　1　de＊　2

3　2　27　8　6

　　＊k　k　＊
＊

de

であった．

　矢　虫　類

　1月：S．nagaeおよびS．．crαssαの2種が出現し

た．．出現個体のほとんどは後者の未成体＊であり，最

大出現数は1．1×103／m3（st．15）であったが，． ｽく

の測点では101のオーダーの出現である・成体＊は多

くても2x　loi／m3（st．16）である．前者では未成体

がわずかに見出されるのみである．．

　3月：1月とほとんど同様の出現状況である．S．

crassα． ﾍ1月と共に周年を通じて．最も多かった．　S．

nαgaeの成体は主として湾北部から湾口部にかけて出

現したが，個体数は少なく，最大出現数はst．14で

2／m3である．

　5月：S．nagaeは出現しなかった・S・crαssa　f・

nαifeαiensisの未成体が多出現し，．その最大出現数は

12×103／m3（st．26）であるが，湾内の多くの測点で

は102のオーダーである．成体も出現したがその量は

多くても101のオーダ」であった・

　7月：S．　enflata，．S．　nagae，　S．　crassα　f・nai一

kaiensis蓄よびS．　delicataが出現した．最も多かっ

た種はS．delicatαであり，成体の最大出現数は5×

102／皿3（st．26），未成体のそれ1｛k　2・o×103／m3（st・

23）で主として湾奥部に多出現した．本種は年間を通

じてこの月が最も多かった．S；crassαf・naikaiensis

は湾口部に比較的多く実現した．またS．enflatαは

湾口部にのみ出現した．

　9月：7月とほぼ同様の状況であるが，S．　enflata

の未成体が湾口部で出現した．

　11月：出現量は少ないが，S．　enflata，　S．　crassαf．

naikαiensis，　S．　delicataと共にSPadella　cephaloPterα

がはじめてみられた．これらのうちS．delicatαが最

も多いが，多出現した南東湾三部でも成体および未成

体をあわせても101の＝オーダーにすぎない．また5．

cePhαloPteraはst．19にのみ2×102／m3の出現があ

った．

　尾　虫　類

　1，月：0．dioicαおよび0，　cornutogαstraが出現

した．前者は湾口部を中心に出現し，その最大出現数

＊貯精のうの有無により成体と未成体とに区別した・
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Table　2． Occurrence　of　zooplankton　at　each　station　in　March　1976．　Expressions　are　the　same

as　in　the　Table　1．

Species　×・　Station
1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Anthomedusae

Calycophorae

Leptomedusae

ル。む1zoZoα　sp．

Sagitta　nagae　（mature）

　　ti　（immature）

sagitta　eraS＄a　（mature）

　　b，　（immature）

Podon　Zeueharti

Podon　poZmphemoides

EVα（加θnoγm（加αnn乞

Amphipoda

OikopZeu？a　daotea

DoZioZwn　gegenbaurt
　　　f．　tpitonis

Polychaeta　young　＆　larva

Gastropocla　young

Pelecypoda　young

Cirripedia　nauplius

Decapoda　young

Ophiopluteus

Actinotrocha　larva

Appendicularia　type　larva

Fish　egg

Fish　larva

1 2　t＊　ve＊

＊　　　k

ikk

＊

t

k　＊S　t＊　＊W　＊　＊k　“　kve　k＊　ik　t＊　ik　k　de

tt

xt　t＊　x±
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は7×102／m3（st．11）であった．後者は湾口部に出

現するが，その量は101のオーダーであった．

　3，月：0．dioicaとD．　gegenbauri　f．　toritonisカミ

出現した．前者は全湾にわたって10．2／m3のオーダー

で，1月よりも増加した．後者は湾全域で出現したが

100／m3のオーダーで少ない．

　5月：0．dioicaが出現した．最大出現数は7×

103／m3（st．15）であり，ほとんどの測点で103／m3の

オーダーであった．未成個体が多いことが特徴的であ

る．

　7月　：F，　hαPlostoma，　F．プ～）rmica，　0．　dioica　お

よび0．longicαudαが出現した．0．　dioicaは多く

の測点で103／m3の：オーダーで出現した．　F．　haPlosto－

mαも最大出現数が1．2×103／m3（st．19）とかなり

出現した．F．　formicαは湾東部で1×102／m3の出現

があった．．0．longicaudaは全域にわたって出現し

たが，多くて101のオーダーであった．

　9月：F．haPlostoma，　APPendiculariαsicula，0．

dioica，0．　cornutogastraおまび0．　longicaudaが

出現した．0．dioicαは多出現したものの多くの測点

で102／m3のオーダーであり，7月よりも減少した．

0・．cornutogastrαおよび0．　longicaudaの分布は湾

口部が中心であり，その量は少ない・

　11月：0．dioicαおよび0．　longicaudαが出現し

た．前者は最大出現数が1．8×103／m3とほとんどの測

点で102のオーダーであり，　9月．と大差はなかった．

後者は一部の測点で見出されたにすぎない．

　底生生物幼生

　1月：Pilidium幼生，多毛類，腹足類，．斧足類，

蔓脚類，十脚類の各幼生およびOphiopluteus，　Ac－

tinotrocha，　Appendicularia型幼生が出現した．こ

れらのうち最も多かったものは斧足類の幼生であり，

その最大出現数は1．0×IO4／m3（st．15）で多くは102～

103のオーダーであった．つづいて多毛類および腹足

類幼生が10Lio2のオーダーで多かった．他のものは

101以下で少なかった．
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Table　3． Occurrence　of　zooplankton　at　each　station　in　May　1976．

same　as　in　the　Table　1．

Expressions　are　the

Species　×Station 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26

Anthomedusae　k
WothoZea　sp．

Sagttta　ePassa　＊k　　fL　naikaiensts．　（mature）

　　”　（immature）　2　10

Podon　Zeueka”ti

Podon　poZyphemotdes

Evadne　te？gestina

Peni／ia　avirostris

OikopZeura　dioiaa

Pilidium　1arva

Polychaeta　young　＆　larva

Gastropoda　young

Pelecypoda　young

Cirripedia　nauplius

Decapoda　young

Bipinnaria　larva

Ophiopluteus　larva

Actinotrbcha　larva

Appendicularia　type　larva

Fish　egg

Fish　larva

ik

k
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4

66334365
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　3月：Pilidium幼生が見られなかった場多は1月

と同様の幼生が出現した．斧足類，三脚類などの幼生

およびOphiopluteus，　Actinotrochaなどが増加し，

それぞれの最大出現数は2．2×103，1×101，2．5×102

および1×101／m3となった．これら以外のものは1月

と大差はなかった．

　5月：Bipinnaria幼生が新たに，　またPilidium

幼生が再び出現した．この月は底生生物の幼生が全体

的に著しく増加しており，原生動物を除いた動物プラ

ンクトンのうち，これら幼生が最も多く出現した月で

あった．多毛類，腹足類，斧足類，蔓脚類などの幼生

およびOphiopluteus，　Pilidiumなどはそれぞれの

最大出現数が6．4×103，7．2×103，5．1×104，2．1×

103，1．3×104および3×102／m3であった．その他，

ActinotrochaおよびApPendicularia型幼生も3月

よりも増加し，新たに出現したBipinnaria幼生も測

点によってはJo2のオーダーの出現があった．

　7月：新たにAlima幼生とLingula幼生が出現

した．後者が出現したのはこの月だけであった．5月

に著しく増加した幼生はこの月に減少し，多毛類，腹

足類，斧足類，蔓脚類の各幼生およびOphiopluteus

幼生の最大出現数はいずれも103のオーダーにとどま

ッており，多くの測点では102のオーダーである．こ

れらは5月に比較して1／10程度の出現量となる．一方

増加したものもあって，溶血類の幼生およびActino－

trocha幼生は最大出現数がいずれも102のオーダーと

なった．

　9月：Actinotrocha幼生は最大出現数が7×102／m3

（st．19）で同年をつうじて最も多かった．7，月と比較

して増加したものは蔓脚類の幼生のみで，他は量的に

変化が少ないか，あるいは減少した．

　11月：新たにCyphonautes幼生が出現した．これ

はこの月だけの出現であり，．量も少ない．　OphiOP－

luteus幼生およびApPendicularia型幼生が9月よ

りも増加し，　十脚類幼生，　Bipinnaria幼生および

Actinotrocha幼生が減少した．他は9月と大差なか

った．

考 察

　本調査で多量に出現した種は矢虫類では，　Sagitta

crassa，　S．　crassa　f．　nαikainsisおよびS．　delicata，
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Table　4． Occurrence　of　zooplankton　at　each　station　in　July　1976．

same　as　in　the　Table　1．

Expressions　are　the

Species　×　Station
1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　ll　12　13　14　15　16　17　IE　19　20　21　22　23　24　25　26

Anthomedusae　　　　　　　　　　　　　★★

sα9乞t亡α　enfZαtα　　（mature）

　の細叙灘鋭（・・t・・e）★★

　　　II　　　　　　　（immature）

Sagitta　nα9αe　（immature）

Sα9乞t七α　（乏eZ乞ea亡α　（mature）

　　　脚圏　　　　　　（immature）

Podon　poZyphθmOides

　　　　　　　ロEVαdne　tergesttnα

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　

PθniZia　αvzrostMs

Er乞t乞ZZaria　12aρZOS右Oηa
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O〃（opZeμra　ZOη9客eαuda

Pilidium　larva

Po1ツchaeta　larva　＆　young

Gastropoda　young

Pelecypoda　young

cirripedia　nauplius

Decapoda　young

AIima　larva

BipinnaTia　larva

OphioPluteus　larva

Actinotrocha　laドva

Lingula　larva

Appendicularia　type　larva

Fish　egg

Fish　larva
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また尾虫類ではα加ρ12脚αdioicαであり，これらは

すべて内湾性種であった（Tokioka，1939，’40）・　こ

のことは大村湾における矢虫類および尾虫類群集が内

湾性の強い群集であることを推測させる・さぎに大村

湾における椀脚類群集が内湾性の強いそれであること

を報告（伊藤・飯塚，1979）したこととも一致する．

　同分類群または同属の種間で明瞭な季節遷移のある

ことも見られた．すなわち輪虫類ではSblnchaeta　sp．

が秋季に，Notholca　sp．が冬季から春季にかけて，

枝角類のEwadne属ではE．　nordmanniが冬季から

春季に，．E．　tergestinaが夏季から秋季にかけて，　矢

虫類のSαgitta属ではS．　crassαが冬季に，　S・

crassαf．　nαikiensisが春季に，　S．　delicαtaが夏季か

ら秋季にかけてそれぞれ優占種であった？これは前鑑

で報告した水温および塩分からみた大村湾の無機環境

を低温高戯期および高温低鍼期に区分した季節変化の

サイクルとよく対応した．このような季節遷移は大村

湾と水温・塩分環境が類似する西日本他内湾の状況と

比較検討することができるものもある．瀬戸内海で

は枝角類のE．nordmanniおよびE・tergestinaは

ほとんど重ならない出現時期をもち（遠部，ig74），

大村湾における同種の出現状況と大体一致した．しか

し有明海ではE．tergestinαは蔓季に出現することは

報告されているが（弘田，1970），秋季およびその他

の季節における出現については報告がない．八代海で

はE．tergestinαは夏季から秋季にかけて出現し（弘

田，1974），　このことと大村湾の状況とは一致する

が，冬季におけるE．nordmanniの出現の報告はな



8 伊 藤 ・飯塚:大 村湾の輪虫類,枝 角類,矢 虫類,尾 虫類,底 生生物幼生

Table 5. Occurrence of zooplankton at each station in September 1976. Expressions 

        are the same as in the Table 1.

 Species\,Station 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

 Anthomedusae * * * * * * * * ** * * * * 

Synchaeta  sp. 23 7 4 21 11 46 35 77 34 69 183 113 33 73 41 10 17 20 30 31 10 5 12 10  9 59 

Sagitta enflata (mature)* ** * * * 

    (immature)*** **  * 

 Sagitta  nagae (immature) ** ** 
Sagitta  crassa** ** 

  f.  naikaiensis (mature) 
     (immature) **  **  **  **  **  ** * 

Sagitta  deLicata (mature) ****  * ** ** 1 **  4  **  ** 2 * ** 

         (immature)  5  1  2  2  1  3  1  **  **  **  **  1 1  2  2  4  1  **  2  **  ** 1 1 1  1  ** 

 Evadne  tergestina 9 7 4 3 2 10 5 3 3 4 20 2 5 8 12 2 3 ** 3 3 3 2 5 4 5 

Penilia  avirostris ** * ** 
                                                                * Lucifer sp. 

 llytidacea * 

Eritillaria  haplostoma ** 2 ** **  ** 1  **  ** 2 1 5  ** 4 2 5  **  ** ** 12 1 7 3 13 ** 

Oikopleura  cornutogastra  *  *  **  ** * 

 Oikopleura  dioica 3 1 1 4 3 6 3 8 2 1 23 2 4 7  12  **  **  4 1 9 1 1  ** ** 2 1 

Oikopleura longicauda **** * * 

Pilidium larva  ** 1  **  * ** 

 Polychaeta  young  &  larva 15 8 4 7 4 7 5 6 4 7 16 3 3 4 24 3 3 4  7 9 8 12 6 5 6 5 

Gastropoda young 2 2 2 5  ** 2 5 4 6 5 24 3 3 3 2 5 3 2 17 3 5 8 3  8 ** 10 

 Pelecypoda  young 4 2 2 7 2 5 5 6 3 4 35 8 15 35 7 17 6 7 19 9 3 12 3 5  2  120 

 Cirripedia nauplius 2 1 1 1  * 1 1  *  * 2 5  ** 1  ** 6  ** * 17 2 10 

Decapoda  young  *  *  *  **  *  **  *  *  *  **  **  **  **  1  **  **  *  *  **  *  *  **  *  * 

 Alima larva * ** 

 Bipinnaria larva  **  **  **  ** ** 2 ** 

 Ophiopluteus larva  2  **  **  ** 1 2 3 1  ** ** 1 ** 

Actinotrocha larva  **  * 7 1 1 

 Appendicularia type larva * 

Fich egg  -k  *  * * 

Fish larva  *  *  *  *  * * * * *

め る とFig.3の よ うに な る.

要 約

い.矢 虫類では,有 明海 に おいてはS.crassaf.

naikaiensisが 同年 の優 占種 であ り,S.delicataは 冬

季に出現す る(弘 田,1970).ま た八代海 ではS.

crassaf.naikaiensisは 周年多いが,S.delicataは

出現 しない(弘 田,1974).こ れ らは大村湾における

Sagitta属 の季節遷移 とは明 らかに異なる.

ところで大村湾 において底生生物幼生は周年にわた

って多出現 し(Fig.2,3,Table1-6),特 に5月

は最 も多か った.底 生生物幼生の季節的 出現状況を記

載 した西 日本 内湾域での報告は我 々の知 る限 りではあ

ま り見 当 らないので,比 較検討す ることはで きなか っ

た.

結果 と して大村湾で出現す る輪虫類,枝 角類,矢 虫

類,尾 虫類お よび底 生生物幼生 とその出現 時期 をまと

大 村 湾 にお け る輪 虫 類,枝 角 類,矢 虫 類,尾 虫 類 お

よ び底 生 生 物 幼 生 の季 節 遷 移 につ い て 述 べ た.こ れ ら

の採 集 は 湾 内 の26測 点 で1976年,13,5,7,9お よび

11月 の各 月 に 実 施 され た.上 記 の1動 物 プ ラ ン ク トン

の うち 多 出現 した もの はSynchaetasp.,Sagitta

crassa,S.crassaf.naikaiensis,S.delicata,

Evadnenordmanni,E.tergestina,Fritillariahap-

lostoma,OikoPleuradioicaま た 幼 生 で は 多 毛類,腹

足 類,斧 足 類,蔓 脚 類 お よびOphiopluteusな どで

あ る.ま た 輪 虫 類,枝 角類Evadne属 お よ び矢 虫 類
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属などは同分類群または同属内で明瞭な出現

種 の季節的な交代 があ り,こ れは海況 の季節的変化 と

も大体一致 した.
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